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【手続補正書】
【提出日】平成24年6月25日(2012.6.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　命令を収容したコンピューター読み取り可能記憶媒体であって、パーソナル・メディア
・プレーヤー内に配置された１つ以上のプロセッサーによって前記命令が実行されると、
ワイヤレス・ネットワークを記述する情報を前記パーソナル・メディア・プレーヤーから
アクセサリー・デバイスに送る方法を実行し、この方法が、
　１つ以上のワイヤレス・ネットワーク接続可能デバイスによる前記ワイヤレス・ネット
ワークの発見を可能にし、前記ワイヤレス・ネットワークへの安全なアクセスを可能にす
るために、前記ワイヤレス・ネットワークにおけるアクセス・ポイントによって使用可能
な前記情報を取り込むステップと、
　前記パーソナル・メディア・プレーヤーと前記アクセサリー・デバイスとの間の物理的
結合によって、前記情報を前記アクセサリー・デバイスに送るステップであって、送られ
る前記情報が、前記ワイヤレス・ネットワークに加入するために前記アクセサリー・デバ
イスによって使用可能である、ステップと、
　前記パーソナル・メディア・プレーヤーにおいて、前記アクセサリー・デバイスを一意
に特定するアクセサリー・デバイスＩＤを受信するステップであって、前記アクセサリー
・デバイスＩＤが、前記ワイヤレス・ネットワークを介して前記アクセサリー・デバイス
を特定し接続するために前記パーソナル・メディア・プレーヤーによって使用可能であり
、前記アクセサリー・デバイスＩＤが、物理的結合後に前記アクセサリー・デバイスから
前記パーソナル・メディア・プレーヤーに自動的に送られる、ステップと、
を含む、コンピューター読み取り可能記憶媒体。
【請求項２】
　請求項１記載のコンピューター読み取り可能記憶媒体において、前記情報が、ワイヤレ
ス・ネットワークＩＤ、ネットワーク・キー、または証明書のうち少なくとも１つを含む
、コンピューター読み取り可能記憶媒体。
【請求項３】
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　請求項２記載のコンピューター読み取り可能記憶媒体において、前記ネットワーク・キ
ーが、ＷＥＰ、ＷＰＡ、またはＷＰＡ２のうち１つに準拠する、コンピューター読み取り
可能記憶媒体。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれかに記載のコンピューター読み取り可能記憶媒体において、前
記方法が、前記ワイヤレス・ネットワークを通じて前記パーソナル・メディア・プレーヤ
ーから前記アクセサリー・デバイスにデーターを送るステップを含む、コンピューター読
み取り可能記憶媒体。
【請求項５】
　請求項４記載のコンピューター読み取り可能記憶媒体において、前記送るステップは、
前記アクセサリー・デバイスによる遠隔でのレンダリングのために、前記パーソナル・メ
ディア・プレーに格納されたオーディオ・コンテンツをストリーミングするステップを含
む、コンピューター読み取り可能記憶媒体。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれかに記載のコンピューター読み取り可能記憶媒体において、前
記アクセサリー・デバイスが、着脱自在に結合可能な構成で前記パーソナル・メディア・
プレーヤーを受ける、一体化ドッキング・クレードルを含むスピーカー・システムであり
、前記ドッキング・クレードルおよびパーソナル・メディア・プレーヤーが、結合された
ときに、前記情報を送ることができる信号経路を形成する、コンピューター読み取り可能
記憶媒体。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれかに記載のコンピューター読み取り可能記憶媒体において、前
記方法が、前記情報を前記パーソナル・メディア・プレーヤーから前記アクセサリー・デ
バイスに送ることに同意するようにユーザーに促すステップを含む、コンピューター読み
取り可能記憶媒体。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれかに記載のコンピューター読み取り可能記憶媒体において、前
記物理的結合が、前記パーソナル・メディア・プレーヤーと前記アクセサリー・デバイス
との間におけるドッキング・プロセスを含む、コンピューター読み取り可能記憶媒体。
【請求項９】
　パーソナル・メディア・プレーヤーを着脱自在に受けるための一体化ドッキング・クレ
ードルを有するスピーカー・システムであって、
　前記ドッキング・クレードルに配置され、前記パーソナル・メディア・プレーヤーにあ
るドッキング・コネクターと嵌合するように係合するデバイス・コネクターであって、両
コネクターが嵌合するように係合すると、それらの間に信号経路が形成され、前記パーソ
ナル・メディア・プレーヤーを前記ドッキング・クレードルとドッキングさせると両コネ
クターが嵌合するように係合する、デバイス・コネクターと、
　前記デバイス・コネクターに動作的に結合され、前記パーソナル・メディア・プレーヤ
ーにあるアクセサリー・インターフェースから前記信号経路を通じてデーターを受けるデ
バイス・インターフェースであって、前記データーが、ワイヤレス・ネットワークのＩＤ
と、このワイヤレス・ネットワークの安全を確保するために用いられるキーとを少なくと
も含む、デバイス・インターフェースと、
　前記パーソナル・メディア・プレーヤーをドッキングした後に前記データーを自動的に
受け、前記データーを用いて前記ワイヤレス・ネットワークにあるアクセス・ポイントと
通信するように動作するワイヤレス送受信モジュールと、
　オーディオ変換器と、ディジタル信号処理または増幅のうち少なくとも１つを含むスピ
ーカー・システム機能と、
　ドッキングした前記パーソナル・メディア・プレーヤーにアクセサリー・デバイスＩＤ
を送る手段であって、前記アクセサリー・デバイスＩＤが、前記スピーカー・システムか
らアンドッキングされたときに、前記ワイヤレス・ネットワークを介して前記スピーカー
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・デバイスを特定し接続するために前記パーソナル・メディア・プレーヤーによって使用
可能であり、前記アクセサリー・デバイスＩＤが、前記パーソナル・メディア・プレーヤ
ーがドッキングした後に、前記スピーカー・デバイスからドッキングした前記パーソナル
・メディア・プレーヤーに自動的に送られる、送る手段と、
を含む、スピーカー・システム。
【請求項１０】
　請求項９記載のスピーカー・システムにおいて、前記ワイヤレス送受信モジュールが、
更に、前記スピーカー・システム機能によってレンダリングするために、オーディオ・コ
ンテンツを前記パーソナル・メディア・プレーヤーから受信するように構成された、スピ
ーカー・システム。
【請求項１１】
　請求項９または１０記載のスピーカー・システムであって、ステレオ音響信号をレンダ
リングするように構成された、スピーカー・システム。
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